













Trial to the roux brick evaluation marking count
 in the music department practical skill subject
In last year, I tried the roux brick evaluation for the music practical skill subject.
As a result, it became clear to be the evaluation method that could picture a clear vision in 
educational guidance to a motivation up effect and the next of the student by the feedback of the 
evaluation that I visualized after the prior presentation and examination to the student of the roux 
brick list.
In addition, it was said that it was an advantage that the roux brick evaluation could do 
marking in a short time, but big problems included that they needed time very though they added 
up marking after an examination in the music department.
Therefore I decided to perform a new action such as marking and the count using the PC to 
plan efficiency of the marking count this year. I inspect it about the concrete action in this report 





















































































□ □ 曲 の 形 に は
なっているが、演
奏技術がまだ十分










































































































比率 S+ S S- A+ A B+ B C+ C F+ F 得点
知識・理解 0.20     17
技能 0.35 24.5



































採点者A 採点者B 採点者C 採点者D 平均値
知識・理解 17 16 16.5
技能 24.5 22.75 23.625
表現1 24 22 22.4 24 23.1
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作 法 が で き て お
り、相手を気遣う
気持ちが感じられ
行動にも表れてい
る。
□□マンツーマン
においての礼儀作
法ができており、
相手を気遣う気持
ちを感じることが
できる。
□□礼儀作法、気
遣いにムラが見ら
れる。
□□礼儀作法、気
遣いがなされてい
ないことが多く見
受けられる。
□□レッスンに対
してのマナーが全
くなっていない。
A
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音楽科実技科目におけるルーブリック評価採点集計への試み
みは一定の評価があったといえよう。しかし採点者は、紙ベースのルーブリック表を照らし合
わせながら、PC上のチェックボックスにチェックしなければならなく、今後、PC上のルーブ
リック表に直接チェックする方法を検討していくことが課題となった。
　集計においては、電子化された表を使用することで、点数算出の正確さ、時間の短縮等、利
点のほうが多く見受けられ、効率よく実施することができたことが検証できた。今後の課題と
しては、GPA評価で表示する際、評価比率による点数を別に計算しなければならなかったた
め、より効率的な計算方法を検討していく必要がある。
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音楽科実技科目におけるルーブリック評価採点集計への試み
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